
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人が 

地域の「よりどころ」となることをめざして 

なごや 

○よ○り○ど○こ○ろ サポート通信 

特集 よりどころサポート事業 H28開始!! 

～「就学支援対象者」８名決定！～ 
 養護施設等を出て大学等に進学を希望する方に対し、卒業するまでの間、月額３万円の生活資金

を「なごや・よりどころサポート基金」より給付しながら継続的な支援をする「就学支援事業」の

募集をしたところ、５施設から計８名の応募がありました。 

 当初の基金の目標額は２０００万円で、そのうち就学支援事業にかかる予算は６名分の予定でし

た。しかし、開始年度でもあり各法人の中での意思決定に時間がかかり、現在まだ基金は７１３万

円しか集まっていません。それでも就学支援事業に応募をしてくださった方々の大学に進学する意

欲や、進学後の夢、施設を出てから家族等による支援の見込みのない苦しい状況などを受け、誰か

を落選させてしまうのではなく、ぜひ８名すべてのみなさんに就学支援を受けていただきたいとい

う社会貢献推進委員会の意見もふまえ、８名に支給決定することとなりました。 

 

＜支援申込書に書かれた本人や施設職員の声（抜粋）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８歳という若さで、家族という「よりどころ」もなく、経済的にも精神的にも自立をしながら大

学に通うことは並大抵のことではありません。しかし大学に通うことは、きっと本人の自立を大き

く後押しすることになると考えます。ぜひとも多くの社会福祉法人の力を結集して支援していきた

いと思いますのでご協力をよろしくお願いいたします。 

Vol．１ 

H28.2 

私は大学で児童福祉について学びたいと思います。

15年間の施設での生活の中で施設職員になり、子ども

たちに自分より楽しい充実した生活を送れるよう支援し

ていきたいと思えるようになりました。施設職員になる

ことは、自分の経験も活かし、社会にも恩返しできるの

ではないかと思っています。 

努力家の彼でも、大変な高校時

代だったと思われます。大学に進

学できることは、より一層の自信

につながり、将来の夢に向かって

さらに頑張ってくれることと思い

ます。しかし経済的な面で不安が

残ります。本人も貯金するなど努

力してきましたが、個人の力には

限界もあります。支援を受けられ

ることで彼の背負っているものも

少しは軽減されると思いますの

で、ぜひよろしくお願いします。 

私の将来の夢は小学校の先生になることです。私

が悩んでいた中学時、家出のことを優しく聞いてく

ださり、施設に入るきっかけを作ってくれたのは担

任の先生でした。次は自分がこのような存在になり

たいという、強い意志を持ち続けて勉強をしていま

す。 

 

18歳・女子 

 

 
施設職員 

 

18歳・男子 

際 

よ り ど こ ろ 



 

社会貢献推進委員会の動き 

平成 28年 2月 18日に、平成 27年

度第２回社会貢献推進委員会を開催い

たしました。 

28年度事業計画・予算および、若者

よりそいサポート事業の就学支援事業

支給対象者について議論しました。 

 次回は平成 28年度 5月に開催予定

です。 

 

 

 

 

 

 今後の予定 

◎２月下旬～３月上旬 

・基金拠出金の納入のお願い 

 （参加表明をいただいた法人あて、拠出金

納入のご案内と、経理処理等についてご案

内します。） 

・未参加法人への再度の参加依頼 

 

◎３月 

・就学支援事業支給決定者説明会 

・よりそい支援施設等への詳細説明 

・専用ホームページの開設・情報公開 

 

◎４月 

・就学支援の支給開始 

 

 

 

参加法人数（中間報告） 

４０法人 ９８事業所   拠出金  ７,１３０,０００円 

居場所・サロンづくり事業 参加事業所    ３７事業所 

よりそい支援施設       〃      １０事業所 

ボランティア受け入れ施設   〃      ５８事業所 

中間的就労受け入れ施設    〃      ２２事業所 
 

このままでは予定していた事業が十分に展開できません。 

引き続き、参加法人を募集しています。ご協力をよろしくお願いいたします。 

「なごや・よりどころサポート事業」は、名古屋市内の社会福祉法人の連携による、地域における
公益的な取り組みとして、既存の制度やサービスでは解決できない地域の課題の解決をめざす事業で

す。参加法人の協力により、①より身近な地域でどこででも相談できる「居場所・サロンづくり事業」 

②養護施設等を出て自立をめざす子どもたちの未来を応援する「若者よりそいサポート事業」 、 

③就労に困難のある人の労働へのステップを応援する「就労支援事業」の三本柱で事業展開し、必要な

経費は法人からの拠出金をもとに支出します。 

なごや・よりどころサポート事業 事務局 

社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会 地域福祉推進部 

〒462-8558 名古屋市北区清水四丁目１７の１ 名古屋市総合社会福祉会館５階 

TEL（052）911－3193 FAX（052）913-8553 

2016.2.22現在 


